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令和６年６月１日（土）「鳥川ホタルまつりオープニングイベント」が盛大に行われました。昨年は
大雨による影響で実施できなかったため、２年ぶりの式典開催となりました。
まず、鳥川ホタル保存会片岡喜幸会長、そして来賓からご挨拶をいただきました。その後、ホタルの

保護活動を支援してくださっている㈱藤田屋様、フタバ産業㈱様へホタル保存会から感謝状が贈呈され
ました。

「鳥川ホタルまつり」 開催

岡崎市ホタル学校から のお知らせ

開館時間 11月１日から２月末日 午前９時～午後４時
３月１日から10月31日 午前９時～午後５時
ゲンジボタルが飛翔する期間 午前９時～午後９時 (火曜定休)

鳥川ホタルまつりオープニングイベント 式典の様子 感謝状贈呈の様子

いよいよお待ちかねの「ホタルの夕べライブ」で
す。今回の演奏は、サクソフォン輿石bucky智弘さん、
ピアノ山口真由子さんによるスペシャルライブ♪
途中、ユーフォニアムも加わり里山に軽やかな曲が
響き、ホタル観賞前のひとときを楽しみました。
その後、鳥川町内の小・中学生が登場。ホタルの

舞う風景がいつまでも続くような環境をこれからも
守りたいと伝えました。地元の子どもたちには参加
者から大きな拍手が送られました。
続く「ホタルクイズ」では、ホタル保存会アドバ

イザー竹内謙作氏から三択問題が出されました。鳥
川の良さを紹介しながらホタルについて深く学ぶこ
とができました。

ホタル観賞前のライブを楽しむ

鳥川のふるまい「田舎汁」に並ぶ行列

※11月から2月は、開館時間が変更になります。

Check !

回収したゴミを見せる中学生と、メッセージを披露した小学生



ホタル学校に関する最新情報はホームページへ！ https://okazakanko.jp/mizutomidori/hotarunosato

毎年恒例！ 「鳥川ホタルの里の山歩きイベント」

６月のホタルまつりの期間中「ホタル
ガイドツアー」が予約制で行われました。
まず、館内では展示物の見学やクイズ

を通してホタルについて学びました。そ
して、日も沈み活発に飛び始める時間を
見計らい、お待ちかねのホタル観賞へ出
かけました。
ホタルの舞う光景は何度見ても感慨深

く、時間を忘れてしまうほどでした。

ホタルガイドツアー ホ タ ル 保 護 活 動 勉 強 会

鳥川ホタルまつりフォトコンテスト表彰

展示物を見て、クイズの答えを探す参加者

10月26日（土）保護活動勉強会としてゲンジボタルの
幼虫の観察と水槽の清掃を行いました。
ホタル学校では、卵から産まれてすぐの幼虫を、カワ

ニナのいる水槽に移し観察飼育しています。幼虫を多く
入れた水槽は、生存率が低くなってしまいました。改め
て自然界での営みの難しさを実感しました。

自由研究を展示しています！
４月から６回にわたり、ホタルマスターファミリー講

座がホタル学校を会場に行われました。
この講座では、ホタルだけでなく環境や自然との関係

性についても学びました。
自由研究の取り組み方を

学んだ回もあり、４人の作
品を多目的ルームに展示し
ています。
柔軟性に富んだ感性で学

んだ子どもたちの成果を、
ぜひご覧ください。

10月19日（土）「鳥川ホタルの里の山歩きイベント」が開催
されました。このイベントを毎年楽しみにしている方も多く、
今年は92名の参加者がホタル学校に集まりました。
開会式では来賓挨拶の後、ホタルクイズが出され、ホタルや

自然環境に対する意識を高めることができました。そして、準
備体操を入念に行い、いよいよ山歩きへ出発です。
コースは４つに分かれており、どなたでもトレッキングに

チャレンジできるよう約２時間～３時間半のコースが設定され
ました。各自、体力に応じて事前に申し込みいただいたコース
を楽しみました。

この日は、初秋にもかかわらず大変
蒸し暑い日となり、休憩をこまめに取
りながらのトレッキングとなりました。
ホタル学校に到着された時には、み

なさんさわやかな表情でした。
山歩きマップは、ホタル学校で配布

していますので、みなさんどうぞ地図
を片手にトレッキングをお楽しみくだ
さい。 手を挙げてクイズに回答中！体操で体も心も準備OK

開会式の様子

今年もフォトコンテストを実施し、表彰式が
山歩きイベントの開会式前に行われました。
このコンテストには、51点の応募があり、そ

の中から10作品が選ばれ表彰されました。
入賞作品をきっかけに、これからも鳥川の魅

力を感じていただければと思います。
入賞者のみなさん

多目的ルームにて展示中

優秀賞授与


